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Ⅵ．その他の実績等（ディベート関連を中心に抜粋） 
学会及び社会連携活動
１．文部省教科用図書検定委員（高等学校英語ライティング）．
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３．The Daily Yomiuri Debate Tournament 審査員長．
４．日米交歓ディベート開催（日本ディベート協会，SCA-CIDD）．
５．国際電子メールディベート審査員（International Public Debate Asso-

ciation 主催）．
６．Honorary Patron of the 1999 Singapore National Debate Tournament.
７．ディベート教育シンポジウム，講演会等開催（九州大学言語文化研

究院と日本ディベート協会共催）．
８．日本語ディベート大会の開催，運営．
９．英語ディベート大会の開催，運営．
10．国際日本語ディベート講座・大会の開催．
11．九州大学ディベートクラブ顧問．
12．九州大学 ESS 顧問．
13．福岡教育大学 ESS 顧問．
14．JDA 日本ディベート協会（会長，副会長，九州支部長を歴任）．
15．JDA Newsletter（『日本ディベート協会通信』日本ディベート協会）

編集及び記事執筆・一部記事は Web 公開 http://old.japan-debate-asso-
ciation.org/n-letter.htm

16．ISTD ディベート教育国際研究会（会長）．
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ディベート関連授業科目
１．「言語コミュニケーション論（ディベート学）」（九州大学大学院地球

社会統合科学府）．
２．「ディベート」（九州大学大学院基幹教育）．
３．「議論と創造のコミュニケーション B」（九州大学共創学部）．
４．「学術英語・集中演習」（Debating in English）（九州大学基幹教育）．
５．「九州大学ディベート・スピーチプロジェクト」（九州大学基幹教育）．
６．「国際日本語ディベート研究会」（九州大学基幹教育）．
７．「九州大学ディベート倶楽部」（九州大学基幹教育）．

ディベート関係の指導学位論文題目（九州大学） 
博士論文
１．課外活動 English Speaking Society に注目したパーラメンタリーディ

ベート経験者のコミュニケーション能力とモチベーション変化に関
する研究．

２．日本語ディベートにおける証拠資料に関する考察 : 批判的思考態度
の視点から．

３．日本語学習者に対する日本語ディベートの指導法開発に向けた基礎
研究 : メタ言語表現による論理構造構築の観点から．

４．議論能力を育成する指導法とその教育実践の効果 : ディベート教育
の視点から．

修士論文
１．日本の大学英語授業におけるインフォーマルディベートの活用法に

関する研究．
２．The Communication Strategies of Japanese English Learners in Academic 

Debate.
３．日本語ディベートにおける審査方法について : 判定用紙と審査パラ

ダイムの分析を中心として．
４．日米における議論の論理構造 : 大学対抗ディベート大会での英語ス

ピーチの比較．
５．日本における社会人ディベート研修．
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卒業論文
１．熟議民主主義における熟議形態の考察 : ディベートとディスカッ

ションの比較を通して．

Ⅶ．研究資金獲得実績
科学研究費補助金（文部科学省，日本学術振興会）
１．2022年度〜 2024年度．挑戦的研究（萌芽）．代表．インクルーシブ

なディベート教育方法開発．22K18593．
２．2018年度〜 2020年度．基盤研究（B）．代表．クリティカルシンキ

ングの向上を目的としたアクティブラーニング型アプリの開発．
18H01055．

３．2014年度〜 2017年度．基盤研究（B）．代表．議論教育のための対
話型教材開発に向けた基礎的研究．26282054．

４．2013年度〜2015年度．挑戦的萌芽研究．分担．学際的な議論教育か
らのトゥールミンモデルの再検討と、新たな議論モデルの効果測
定．25580005．

５．2013年度〜 2015年度．若手研究（B）．分担．ジェネリック・スキ
ルの測定と発達に関する基礎的研究．25780400．

６．2003年度〜2004年度．萌芽的研究．代表 /分担．大学の外国語教育
における批判的ニーズ分析．（サバティカルによる代表者交代）
15652035．

７．2002年度〜2003年度．萌芽的研究．分担．教育ディベートを用いた
「法教育」の手法開発および効果測定に関する研究．14652004．

８．2001年度〜 2001年度．特定領域研究（A）公募研究．代表．CMC を
利用した外国語教育における学生のコミュニケーションの研究．
13020235．

９．1999年度〜 2001年度．基盤研究（C）．代表．ディベートにおける
談話構造の日米比較．11610561．

共同研究
１．2021年度．代表．オンライン上での説得に関する自動検知 AI の開

発．
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その他の学外資金・学内資金・共同研究
１．2020年度．九州大学スーパーグローバル大学創成支援事業（SHARE-

Q）における「九州大学ウェビナー 100（Webiner100）」．代表．In-
ternational Workshop for Teaching Debate with/beyond COVID-19.

２．2015年度〜2016年度．九州大学つばさプロジェクト．分担．双方向
的な議論能力を測定するための議論可視化モデルの開発．

３．2013年度．九州大学 研究大学強化促進事業 平成25年度研究者短期
招聘・派遣プログラム．代表．ディベート教育に関する国際共同研
究プロジェクト．

４．2009年度〜 2010年度．九州大学 教育の質向上支援プログラム
（EEP）．代表．プレゼンコンテストを利用した外国語教育．

５．2007年度〜 2008年度．九州大学 P&P．分担．生命倫理を主題とす
る内容重視の言語指導教材・プログラム開発．https://www.flc.ky-
ushu-u.ac.jp/~ppken/

６．2006年度．（財）交流協会 日台研究支援事業．代表．台湾における
日本語ディベート教育の実践研究．




